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緒言 

母材が結晶性樹脂である繊維強化樹脂フィラメントでは，母材の結晶化による機械的特

性への影響が考えられる[1]．そこで本研究では，チタン酸カリウム繊維強化 PPSフィラメ

ント（RT4，大塚化学）と炭素繊維強化 PPS フィラメント（PPS-CF，Bambu Lab）につい

て，3D プリント後のアニール処理時の結晶化による機械的特性への影響を明らかにする．  

繊維強化 PPS フィラメントの結晶化度と機械的特性との関係 

3D プリンタメーカの標準造形条件で，充填条件を 100%の同心円とした 7 本の試験片

（10 mm × 80 mm × 4 mm）について，3 点曲げ試験を実施した．さらに Fig. 1 (a)の 6 箇所

で示差走査熱量測定(Differential Scanning Calorimetry (DSC))を実施し，結晶化度を評価した．  
応力―ひずみ線図を Fig. 1 (b)，試験片の結晶化度を Fig. 1 (c)に示す．アニール処理によ

り，機械的特性と結晶化度が RT4 は向上し，PPS-CF は変化しなかった．さらに RT4 は造

形後の上下面での結晶化度の差が大きく，ベッドとノズルの温度が低い可能性が考えられ

る．したがって，造形条件及びアニール処理による機械的特性への影響が確認された． 

 
Fig. 1 Results of 3-point bending test and DSC :  

(a) DSC measurement point, (b) stress-strain diagram, (c) crystallization rate. 

結言 

 3 点曲げ試験により機械的特性，DSC により結晶化度を評価した結果，繊維強化 PPS フ

ィラメントでは，結晶化度による機械的特性への影響が見られ，造形条件とアニール処理

の重要性を確認した． 
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